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クモ類 ＜クモ目 コガネグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE ARANEIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

ニシキオニグモ Araneus variegatus Yaginuma 

 
【選定理由】 
 県内での記録は 10 例ほどし
かなく、どれも単独個体である。
開発等の影響で生息域の縮小、
個体数の減少が心配される。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 大型のオニグモで体長雌 12～
16mm、雄 9～12mm。腹部上面
は黄褐色と黒褐色の複雑な模様
がある。腹部中央には黄褐色の
縦斑がある。腹部下面は黒色で、
外雌器と糸器の間に大きな橙色
の斑がある。 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 岡崎市、豊田市（旧豊田市・旧稲武町）、西
尾市、豊川市（旧一宮町）、田原市（旧渥美町）、
北設楽郡設楽町で記録されている。 
 国内では、北海道、本州、九州に分布する
（新海ほか, 2018）。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 海岸林から山林にいたるまで記録されてい
るが、林縁部や神社仏閣の境内などの樹間や
建物などに円網を張る。 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県内での記録は少なく、散発的で多くは単
独個体である。最も新しい記録としては、
2019 年 10 月に西尾市平原町で雌幼体が確認
された。個体数やその減少率は不明である。 
 
 

【保全上の留意点】 
 県内では山林から海岸林にまで散発的に記録される。生息地での伐採や開発は慎むべきである。 
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（緒方清人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊田市稲武町(面ノ木園地), 2011 年 10 月 9 日, 緒方清人 撮影 
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